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Abstract   A single specimen of the acropomatid fish Parascombrops mochizukii 
Schwarzhans, Prokofiev and Ho, 2017, collected from 346 m in Suruga Bay, west coast of 
Izu Peninsula, Japan represents the northernmost record of the species, previously known 
only from the northern South China Sea and off Owase, Mie Prefecture, southern Japan. 
The Suruga Bay specimen is described, including previously unknown color features. 
Diagnostic characters separating the species from similar congeners are also discussed.
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ホタルジャコ科のヒメスミクイウオ属魚類
Parascombrops Alcock, 1889は，インド –西太

平洋および西大西洋の熱帯から温帯域に分布し，
大陸棚縁辺から大陸斜面上部の海底付近に生息す
る（Schwarzhans and Prokofiev, 2017）．本属は従来
Synagrops Günther, 1887の新参異名とされていたが，
後者とその近縁グループを分類学的にレビューし
た Schwarzhans and Prokofiev（2017）により有効属
として認められた．彼らが再定義したヒメスミク
イウオ属には 13有効種が含まれ，日本周辺には
以下の 7種（そのうち 2種には標準和名なし）が
分布する（波戸岡，2013；Fujiwara et al., 2017；
Schwarzhans and Prokofiev, 2017）：バケスミクイウ
オ Parascombrops analis (Katayama, 1957)；ノコバス
ミクイウオ Parascombrops mochizukii Schwarzhans, 
Prokofiev and Ho, 2017；Parascombrops nakayamai 
Schwarzhans and Prokofiev, 2017；Parascombrops ohei 
Schwarzhans and Prokofiev, 2017；ヒメスミクイウオ

Parascombrops philippinensis (Günther, 1880)；ツマリヒメ
スミクイウオ Parascombrops serratospinosus (Smith and 
Radcliffe, 1912)；セダカヒメスミクイウオ Parascombrops 
yamanouei Schwarzhans, Prokofiev and Ho, 2017．

2018年 11月に駿河湾で操業された小型底曳網
漁により，ノコバスミクイウオの 1個体が採集さ
れた．本種の過去の報告例は南シナ海北部と熊野
灘に限られていたため，駿河湾産の標本は本種の
日本 2例目の記録であるとともに分布の北限を更
新する．また，今回得られた標本により，これま
で不明であった本種の生鮮時の色彩が明らかにな
り，その分類形質としての有用性が示唆された．
そこで本研究では，駿河湾産の標本の形態学的特
徴を記載するとともに，類似種との識別形質を検
討した．
標本の作製方法は本村（2009）および中山（2019）

に準拠した．計数および計測方法は Hubbs and 
Lagler（1947）に従った．対鰭の鰭条，鰓耙，お
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よび擬鰓の計数は両体側で行った．標準体長は
SLと略記した．計測にはデジタルノギスを用い，
得られた値を 0.1 mmの位に四捨五入した．正中
鰭の基底長は各鰭の起部から最終鰭条の基部後端
までとした．擬鰓の計数には 1%サイアニンブルー
溶液を用いた．耳石の部分名称および計測方法は
飯塚・片山（2008）および Schwarzhans（2014）
に従った．生鮮時の体色の記載には固定前に撮影
されたカラー写真（Fig. 1）を，内部骨格の観察
には軟 X線写真をそれぞれ使用した．上神経骨
の配列は Ahlstrom et al.（1976）に従って表記した．
研究機関の略号は Fricke and Eschmeyer（2018）に
準拠した．本研究に用いた標本は，ふじのくに地
球環境史ミュージアム（SPMN）に保管されている．

Parascombrops mochizukii Schwarzhans, Prokofiev 
and Ho, 2017

ノコバスミクイウオ
（Figs. 1–2）

記載標本　1個体．SPMN-PI 44206，1個体，87.1 
mm SL，駿河湾南東部，静岡県松崎町沖（伊豆半
島南西部沖），34˚45.134'N，138˚41.826'E，水深 346 m，
日之出丸，底曳網，2018年 11月 15日，13:19–14:48．

記載　計数形質：背鰭鰭条数 IX-I, 9；臀鰭鰭条
数 II, 7；胸鰭鰭条数 16；腹鰭鰭条数 I, 5；鰓耙数
3 + 1 + 12 = 16；擬鰓数 25（右体側では 23）；側線
鱗数 30；脊椎骨数 10 + 15 = 25．計測形質（SLに

対する百分率：% SL）：頭長 36.6；吻長 9.0；眼
窩径 11.0；眼後長 17.6；上顎長 16.1；両眼間隔幅
8.6；最大体高 28.0；第 1背鰭前長 38.9；第 2背
鰭前長 63.4；腹鰭前長 37.2；臀鰭前長 65.8；第 1
背鰭基底長 19.1；第 2背鰭基底長 14.9；臀鰭基底
長 13.0；胸鰭長 23.9；腹鰭長（破損）；尾柄長
24.5；尾柄高 13.1．
魚体の外観を Fig. 1に示す．体は側扁し，胸鰭

基底における体幅は最大体高の 2.0．頭部は中庸
に大きく，頭長は SLの 2.7；頭部背縁の輪郭は
緩やかに湾曲する．吻は鈍く尖り，その長さは眼
窩径より短い．眼は大きく，眼窩径は眼後長の
1.6．眼隔域は弱く凹み，頭部背面の隆起線はよ
く発達する．口は端位で大きく，主上顎骨の後端
は眼窩中央下を超える；主上顎骨の後縁は弱く凹
む．下顎の先端は上顎よりわずかに突出する．前
鰓蓋骨の後腹部には 1本の縦走線がある；前鰓蓋
骨隆起の湾曲部には 5つの微小な棘がある；前鰓
蓋骨の後縁と腹縁，下鰓蓋骨の後腹縁，および後
側頭骨の後縁は鋸歯状．鼻孔は眼窩の直前に位置
し，前鼻孔は丸く，後鼻孔はスリット状．頭部背
面，下顎腹面，および眼下域に微小な感覚孔が密
に分布する．発達した鰓耙は櫛状で，微小な棘を
多数備える；第 1鰓弓外側では，上肢上方の 2つ
と下肢下方の 2つはパッド状．
両顎の歯は大部分が微小な円錐歯で，後方に向

かってわずかに湾曲する．上顎歯は前上顎骨の前
端から後端まで密に並び，幅広い歯帯を形成する；

Fig. 1.　Fresh specimen of Parascombrops mochizukii. SPMN 44206, 87.1 mm SL, Suruga Bay, 346 m depth.
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前上顎骨の先端付近には 2対の強い犬歯があり，
前方のものは後方のものより小さい（左体側では
前方の 1本が脱落）；これらの犬歯は微小歯から
なる歯帯の内側に位置する．下顎歯は前方では幅
広い歯帯を形成し，後方ではほぼ 1列に並ぶ；歯
骨の先端付近には 1対の強い犬歯があり，その後
方には 5本（右体側では 4本）の犬歯がまばらに
並ぶ；これらの犬歯は，微小歯からなる歯帯およ
び歯列の内側に位置する．鋤骨歯は約 2列に並
び，への字状の歯帯を形成する；両側の各 1本は
その他のものよりもやや大きい．口蓋骨および外
翼状骨には，それぞれ 2–3列および 1–2列の歯列
がある．舌上には歯がない．
鱗は大きな円鱗で，非常に脱落しやすい．頭部

は前鰓蓋骨と鰓蓋直上を除いて無鱗．尾鰭の基底
付近は微小な鱗で覆われるが，その他の鰭は鱗を
欠く．
背鰭は 2基で明瞭に分かれる；第 1背鰭は棘の

みからなり，第 3棘が最長；第 2棘の前縁には微
小な鋸歯が密に並ぶ；第 2背鰭棘の前縁に鋸歯は
ない．臀鰭起部は第 2背鰭起部の直下よりわずか
に後方に位置する；第 2棘の前縁には微小な鋸歯
が密に並ぶ．胸鰭は長く，よく発達し，肛門直上
付近まで達する；胸鰭および腹鰭の基底は第 1背
鰭起部の直下よりわずかに前方に位置する；腹鰭
棘の前縁には微小な鋸歯が密に並ぶ．尾鰭は弱く
2叉する．
第 8および第 9神経棘の間に背鰭担鰭骨が挿入

しない；上神経骨の配列は /0+0/0+2/；臀鰭第 1担
鰭骨は細長く，先端は鋭利に尖り，空洞状ではな

い；臀鰭第 1担鰭骨の先端は最終肋骨の先端に達
する．第 1血管棘の先端は後方に向かってわずか
に伸長する．
耳石は大きく，扁平な楕円形で，内側への湾入

は浅い（Fig. 2）；耳石長は眼窩径の 1.3，耳石高
の 1.7倍；耳石の背縁は弱く張り出すのみで，ほ
ぼ平坦；後背縁は強く角ばる；腹縁は丸みを帯び，
最下部は耳石中央より前方に位置する；前角はよ
く発達し，その先端は尖る；欠刻と前上角は未発
達；耳石縁辺の隆起は弱い；溝は細長く，その後
端は腹方に向かってわずかに湾曲し，耳石後端付
近まで達する；尾部長は開口部長にほぼ等しい．

色彩　生鮮標本（Fig. 1）では，胴部と尾部の
地色は下半部で白く，くすんだ薄桃色の上半部か
ら明瞭に区別される；頭部の背縁は吻端から後頭
部にかけて濃い灰色；眼窩の腹縁は黒く縁取られ
る；眼下域と頬部には黒色色素胞が散在し，頭部
側面の下半部は灰色がかる；下顎の先端は黒く，
その後方には黒色色素胞がまばらに分布する；鰓
条膜は白い；側線とその背方では，鱗鞘が濃い灰
色で縁取られる；尾柄，鰓蓋部，および肩帯付近
は部分的に銀白色；第 1背鰭は全体的に半透明だ
が，第 1–5棘の中央付近は白味を帯び，鰭膜の先
端部は黒い；第 2背鰭と尾鰭には微小な黒色色素
胞が散在する；腹鰭と臀鰭は半透明だが，基底付
近は白っぽい；胸鰭の先端はわずかに赤みを帯び
る．

10%ホルマリンで固定後に 70%エタノールで
保存された標本では，胴部と尾部の地色は全体的
に明褐色で，上半部と下半部の色彩の境界は不明
瞭；胸部と腹部は白い；口腔は明褐色だが，下顎
縫合部の直後には 1暗色小斑紋があり，前上顎骨
および歯骨上には黒色色素胞が散在する．鰓腔は
上壁で黒いが，その他の部位には黒色色素胞がま
ばらに分布するのみで，全体的に白っぽい．鰓弓
および鰓弁は明褐色で，鰓耙には黒色色素胞が密
に分布する．

分布　南シナ海北部から南日本太平洋岸沖の北
西太平洋（Mochizuki and Gultneh, 1989；Schwarzhans 
and Prokofiev, 2017；本研究）：台湾屏東県東港（タ
イプ産地），中国海南島西方沖，熊野灘（三重県尾
鷲沖），および駿河湾．水深 150–346 m（Mochizuki 
and Gultneh, 1989；本研究）．

備考　ノコバスミクイウオは採集例が少ない稀
種であり，形態の種内変異や分布に関する情報も
限られている．Mochizuki and Gultneh（1989）は，
三重県尾鷲沖と中国海南島沖で採集された 2個体

Fig. 2.　Right sagitta of Parascombrops mochizukii. 
SPMN 44206, 87.1 mm SL. A, lateral view of inner 
surface; B, dorsal view.
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に基づき，本種を Synagrops spinosus Schultz, 1940
として西部太平洋から初めて報告した［標準和名
は藤井（1983）によりスリナム産標本に基づき提唱
されている］．その後，Schwarzhans and Prokofiev
（2017）は台湾東港産の 3個体に基づき P. mochizukii
を新種記載し，Mochizuki and Gultneh（1989）が S. 
spinosusとした北西太平洋産の標本を本種に再同定
した（S. spinosusは西部大西洋のみに分布し，
Parascombropsに帰属する）．上記の 5個体を除き，
ノコバスミクイウオの標本は過去に報告されてい
ない．なお， Hatooka（2002）は本種の分布域に琉
球列島を含めたが，記録を担保する情報は示され
ておらず，波戸岡（2013）ではこの記述が削除さ
れた．
駿河湾産の標本は腹鰭棘の前縁に鋸歯を備える

こと，第 8および第 9神経棘の間に背鰭担鰭骨が
挿入しないこと，および上神経骨の配列が /0+0/0+2/
であることにより，Schwarzhans and Prokofiev（2017）
が再定義したヒメスミクイウオ属に含まれる．また，

本標本は第 1背鰭第 2棘，腹鰭棘，および臀鰭第 2
棘の前縁に鋸歯を備えること，眼窩径が 11.1% SL，
耳石長が耳石高の 1.70倍，耳石の後背縁が強く角
ばり，背縁がほぼ平坦であることなどの特徴をもち，
Schwarzhans and Prokofiev（2017）が示したノコバ
スミクイウオの標徴および原記載に兼ね一致した．
本種は第 1背鰭第 2棘，腹鰭棘，および臀鰭第 2
棘の前縁に鋸歯を備え，第 2背鰭棘の前縁が滑ら
かであることにより，西大西洋に分布する P. 
spinosusを除く同属他種から容易に区別される．
Schwarzhans and Prokofiev（2017: 38）によれば，こ
れらの 2種は眼窩径（ノコバスミクイウオでは 10.8–
12.8% SL vs. P. spinosusでは 8.6–10.9%），頭長［36.5–
39.8% SL（p. 26では 37.0–39.8%）vs. 31.3–35.2%］，第
1背 鰭 前 長［39.2–42.2% SL（39.5–42.2%）vs. 33.3–
38.9%（33.3–39.8%）］，擬鰓数（29–31 vs. 24–28），耳
石長（耳石高の 1.70倍 vs. 1.75–1.8倍），および耳石
後背縁の形態（強く角ばる vs. 緩やかに湾曲する）
などによって識別可能である．しかし，駿河湾産の

Fig. 3.　Fresh specimens of six Japanese species of Parascombrops. A, P. analis, BSKU 94342, 69.6 
mm SL, Kochi; B, P. nakayamai, BSKU 102255, holotype, 97.0 mm SL, Kochi; C, P. ohei, BSKU 
72614, holotype, 75.0 mm SL, Tosa Bay; D, P. philippinensis, BSKU 95381, 61.4 mm SL, Kochi; E, P. 
serratospinosus, BSKU 117731, 37.5 mm SL, Tosa Bay; F, P. yamanouei, KAUM–I. 81502, 43.6 mm 
SL, East China Sea. Photos courtesy of BSKU (A–E) and KAUM (F).
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標本では第 1背鰭前長が 38.9% SLおよび擬鰓数が
23–25であり，これらの値は Schwarzhans and Prokofiev
（2017）が示した P. spinosusの変異幅に収まった．ただし，
彼らが観察したノコバスミクイウオと P. spinosusの標
本数は少なく（それぞれ 3標本と8標本），両種の計
数および計測形質について種内変異が網羅されて
いるとは言い難い．したがって，本研究では第 1背
鰭前長と擬鰓数に認められた差異をノコバスミクイ
ウオの種内変異とみなし，駿河湾産の標本を本種に
同定した．ノコバスミクイウオと P. spinosusは分布
域が広く分断されているものの（北西太平洋 vs. 西
大西洋），形態的特徴が酷似することから姉妹関係
にあると考えられている（Schwarzhans and Prokofiev, 
2017）．これらの 2種については多数の標本に基づ
く識別形質の再検討と，遺伝的形質の比較が望ま
れる．
駿河湾から得られた標本により，ノコバスミク

イウオの生鮮時の色彩が初めて明らかになり，そ
の分類形質としての有用性が示唆された．本種の
生鮮標本では，胴部と尾部の地色が下半部で白く，
くすんだ薄桃色の上半部から明瞭に区別される
（Fig. 1）．日本産ヒメスミクイウオ属全 7種の生
鮮時の体色を比較したところ，このような色彩は
ノコバスミクイウオと P. oheiのみで確認された．
他の 5種では胴部と尾部の地色が一様に乳白色
で，上半部と下半部を分かつ明瞭な境界は認めら
れない（Fig. 3）．また，本種の生鮮標本では眼下
域と頬部に黒色色素胞が散在し，頭部側面の下半
部が灰色がかるのに対し（Fig. 1），他の 6種では
これらの部位が銀白色であった（Fig. 3）．本属で
は体の各部位の比率が種間で類似し，種に特徴的
な斑紋もみられないため，各鰭前縁の鋸歯の有無
を除けば野外での種同定が難しい．一方，上述し
た体色の特徴は野外でも容易に認識できると思わ
れるが，分類形質として使われてこなかったこと
から，種内変異に関する情報が不足している．ま
た，これらの形質状態は採集時の損傷にも影響さ
れると考えられる．なお，Figs. 1および 3に示し
たすべての標本では，体側鱗がほぼ全て脱落して
おり，鱗が残っている状態では色彩が異なる可能
性もある．今後は本属全種を対象とした生鮮時の
色彩情報の蓄積が必要である．
ノコバスミクイウオの過去の記録は南シナ海北

部と熊野灘に限られていたため，駿河湾産の標本
は本種の日本 2例目の記録であるとともに分布の
北限を更新する．Schwarzhans and Prokofiev（2017）
は Hatooka（2002）を引用し，本種の生息水深を

100–500 mとした．しかし上述したように，ノコ
バスミクイウオは従来 P. spinosusの地域個体群と
して扱われていたことから，Hatooka（2002）で
示された値は両種の情報を合わせたものと考えら
れる．採集時における水深の情報が得られている
ノコバスミクイウオの標本は，Mochizuki and 
Gultneh（1989）が報告した熊野灘産の 1個体
（FUMT-P 4901，150–200 m）と，今回得られた駿
河湾の 1個体（346 m）のみである．これらの標
本に基づき，本研究ではノコバスミクイウオの生
息水深を 150–346 mとした．本種は採集されるこ
とが極めて稀であるが，南シナ海から南日本の太
平洋岸沖に広く分布すると考えられ，今後の調査
による追加標本の採集が望まれる．

比 較 標 本　バケスミクイウオ Parascombrops 
analis－ BSKU 94342，69.6 mm SL，高知県御畳瀬
漁港；P. nakayamai－ BSKU 102255，ホロタイプ，
97.0 mm SL，高知県御畳瀬漁港；P. ohei－ BSKU 
72614，ホロタイプ，75.0 mm SL，土佐湾；ヒメス
ミクイウオ P. philippinensis－ BSKU 95381，61.4 mm 
SL，高知県御畳瀬漁港；ツマリヒメスミクイウオ P. 
serratospinosus－ BSKU 117731，37.5 mm SL，土佐
湾；セダカスミクイウオ P. yamanouei－ KAUM–I. 
81502（写真観察のみ），43.6 mm SL，東シナ海西部．
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